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要 約

旭川市旭山動物園で飼育されていたユキウサギLepus timidusの幼若個体が斃死した。剖検によって、胃にお
いて毛様線虫類の濃厚寄生状態が確認された。その形態および計測値を行ったところ、Obeliscoides leporisと同
定された。本線虫はユキウサギを特異的な宿主とする普通種であるが、このような寄生状態の報告は前例がな
く、貴重な資料となった。
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ユキウサギLepus timidusは、日本では北海道平野部
から亜高山帯まで比較的広範に生息するため、身近な動
物を把握して頂く教育・啓発活動の一環として道内動物
園などで展示されることが多い。今回、そのような形で
飼育されていたユキウサギの幼若個体が斃死し、剖検に
よって、毛様線虫類の濃厚寄生状態が確認された。毛様
線虫類にはオステルターグ胃虫や捻転胃虫のように、反
芻家畜に直接感染し、重篤な疾病原因となる種も含まれ
るが［1］、ウサギ類における病原性に関する知見はほぼ
皆無であった。そこで、今回、ユキウサギを健康的に飼
育する一助として、本症例の報告をする。

材料および方法

2021年7月にユキウサギが旭川市旭山動物園内で生ま
れ、同園の露天および土壌に接した施設内で（図1）、
他のユキウサギ5個体（成獣4個体、幼獣1個体）と同
居して飼育されていたが、同年11月13日に幼獣1個体が
著しい下痢症を呈しはじめた（図2上）。他の個体につ
いてはほぼ同時期に生まれた幼獣含め、健康に異常は認
められなかった。そこで、下痢症を呈した個体のみを隔
離・保温し、コクシジウム症と仮診断し、治療的診断を

試みた。すなわち、皮下補液とスルファジメトキシン投
与を行ったが、翌日に斃死した（死亡時体重1．72kg）。
剖検により胃内に赤色の線虫類多数と小腸内に白色の線
虫類少数が検出され（図2下）、70％エタノール液にて
固定後、ラクトフェノール液により透徹し、光学顕微鏡
にて形態観察を行った。
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図1．旭川市旭山動物園ユキウサギ飼育施設の状況
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結果および考察

得られた線虫類の概形は毛様線虫上科Trichostrongyli-
dae科に所属するものであった。まず、胃から検出され
た虫体のうち、固定・保存状態が比較的良好であった個
体について観察した。その結果、雄体長は7．9mm、交
接刺は左右等長、長さ243µm。雌体長は12．0mm、子
宮内虫卵は74µm×50µmの楕円形であった（図3）。
一方、小腸からの線虫2虫体は雄体長5．5mm、雌体長
7．8mmであったが、詳細な形態観察は困難であった。
胃から検出された種は主要計測値・形態および好発寄

生部位から、道内産ユキウサギ胃内でその寄生が知られ
ていたObeliscoides leporisであった。北海道における本
種最初の発見年代は、北海道大学獣医学部家畜寄生虫病
学教室に保存されていたO．leporisの標本を形態学的に
再検討したFukumoto［2］の学位論文には、標本採集者に
「更科（孝夫）・大林（正士）」と記されていたことか
ら、1960年代前後と推定された。しかし、日本でのO．le-
poris初記録は1942年、山口左仲によるもの（産地・宿
主：三重県産ノウサギLepus brachyurus）にまで遡るこ
とができた［3］。以上から日本産Lepus属ノウサギ類にO．
leporisが寄生する事実は、獣医寄生虫（病）学では、
古くから比較的良く知られた事実であったが、一般獣医

師にまでは共有されていなかったと感じる。その理由の
ひとつとして、その寄生による病態が問題視されなかっ
たことであり、今回の記録はそのような等閑視状態に一
石を投じた形となったと云えよう。斃死した当該個体は
同時期に生まれた個体に比して、出生直後から概して元
気沈鬱であったことから、このような濃厚的な寄生に耐
性が不十分であったことが考えられた。
一方、小腸から検出された種はノウサギ類を含めたウ

サギ目（重歯目）全般の小腸で記録されてきたTrichos-
trongylus retortaeformisあるいはT．colubriformisと目
される［4］。また、両種はほぼ全世界のヒトを含むウサ
ギ類以外の哺乳類にも偶発寄生する［5、6］。以上のように、
いわば普通種と云えるが、不思議なことに道内産ユキウ
サギからのTrichostrongylus属の記録は見あたらず、サ
ハリン産ユキウサギで知られる程度である［7］。今回、
北海道における存在の示唆を提示したので次の機会を待
ちたい。
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図3．飼育ユキウサギの胃から検出された毛様線虫類
Obeliscoides leporis

1：雄全体像、2：交接嚢
3：雌全体像、4：子宮部、5：尾部
スケール：1および3＝50µm、2＝100µm、4お

よび5＝50µm

図2．飼育ユキウサギが呈した下痢症（上）および同個
体剖検時における胃内毛様線虫類（矢印）の濃厚
な寄生状態（下）
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